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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2023年11月14日に公表しました2024年９月期通期連結業

績予想を訂正しましたので、お知らせします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正について 

（１）2024年９月期通期連結業績予想数値の修正 

   （2023年10月１日〜2024年９月30日）                 （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 14,838 742 739 567 20円44銭 

今回修正予想（Ｂ） 
13,600 

〜14,000 

280 

〜460 

220 

〜400 

190 

〜370 

6円90銭 

〜13円44銭 

増 減 額 （Ｂ−Ａ） 
-838 

〜-1,238 

-282 

〜-462 

-339 

〜-519 

-197 

〜-377 
 

増 減 率 （％） 
-5.6 

〜-8.3 

-38.0 

〜-62.3 

-45.9 

〜-70.2 

-34.7 

〜-66.5 
 

（参考）前期実績 

（2023年９月期） 
12,868 479 471 565 20円87銭 

 

（２）修正の理由 

 当社グループの事業はデータプラットフォーム事業の単一セグメントでありますが、セグメント

を構成する主要なサービスとして、データプロダクトサービス、コンサルティングサービスの２つ

のサービスによって事業展開しております。 

データプロダクトサービスは、主力サービスであるUNIVERSEと、デジタルサイネージサービスが

属しております。UNIVERSEにおいてはGoogle社によるCookie規制の開始に向けて積極的に対応を進

めておりましたが、規制自体が延期・撤回された為、当初見込んでいた規制開始前のテスト需要の

獲得が困難になりました。 

また、UNIVERSEの販売戦略として「代理店経由の大手顧客」「直販の大手顧客」「中小顧客」の

３つの顧客属性毎に戦略を設計しております。「直販の大手顧客」や「中小顧客」においては、昨

対比で売上は拡大しておりますが「代理店経由の大手顧客」に関しては、景況感や季節性の影響を

受けやすいため昨対比で売上が減少しており、その減少分をその他領域の拡大でカバーすることが

できなかったことが、従来予想を下回る要因となっております。 

デジタルサイネージサービスに関しては、美容サロン向けの新サービスとして「OCTAVE」の立ち

上げに注力しておりましたが、美容サロンに設置する専用タブレットの設置作業が計画より難航し

収益化に遅れが生じたことで、従来予想に対して売上高・売上総利益ともに下回る結果となりまし
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た。 

以上から、データプロダクトサービスの2024年９月期の売上高は従来予想78.9億円に対して68.7

億円（差額：-10.1億円 / 比率：87％）、売上総利益は従来予想28.2億円に対して22.8億円（差

額：-5.4億円 / 比率：81％）という見通しとなっております。 

コンサルティングサービスは、国内のメディア向けコンサルティングと、台湾支社を中心とした

海外コンサルティングが属しております。メディア向けコンサルティングにおいては、サービス品

質の向上によって、売上高・売上総利益ともに従来予想を上回って推移しております。 

海外コンサルティングにおいては、コロナ過以降の訪日インバウンドの増加に合わせた新サービ

スの準備を進めておりましたが、想定よりも訪日観光客数の回復が遅く、マーケティング需要の獲

得に時間を要したことで売上高は従来予想を下回る結果となりました。一方で、より利益率の高い

サービスの提供に注力することで、売上総利益に関しては従来予想を上回って進捗しております。 

以上から、コンサルティングサービスの2024年９月期の売上高は従来予想69.4億円に対して67.3

億円（差額：-2.1億円 / 比率：97％）、売上総利益は従来予想16.9億円に対して18.0億円（差

額：+1.0億円 / 比率：106％）という見通しとなっております。 

2024年９月期通期連結業績予想の修正においては、データプロダクトサービスにおけるUNIVERSE

の売上高の上振れを加味してレンジにて修正しております。UNIVERSEは2024年6月以降、主要KPIを

含めて拡大基調にあることと「代理店経由の大手顧客」において、顧客企業の決算期が多い9月に

向けて複数の大型案件の提案が進んでおります。その進捗が現時点では未確定であるため、その上

振れを加味しております。また「直販の大手顧客」においても、現在まで広告効果に対する顧客満

足度が高く業績を拡大しておりますが、継続的に効果改善が達成された場合さらなる広告費の増額

が期待できます。 

以上の理由から、データプロダクトサービスにおける売上高の上振れに基づいて、2024年９月期

通期連結業績予想の売上高および各段階利益の予想をレンジにて修正しております。 

 

※上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後様々な要因によ

って異なる結果となる可能性があります。 

 
 

以上 


